
 

2025年度活動概要     リーディング研究会 

 

本研究会は、言語処理のプロセスに着目し、日本人 EFL 学習者の読解システムに

ついて理解を深めるとともに、第二言語読解に関する諸理論に基づいた効果的な

リーディング指導の在り方を探究することを目的として活動した。特に、リーディング

処理の自動化や読みの流暢性を主要なテーマとし、L2 読解プロセスの検討に加え

て、シャドーイング、音読、多読などの教育的効果といった、授業実践に直結する研

究課題にも重点的に取り組んだ。 

本年度も、輪読と実証・実践研究発表の二本立てを基本として、年８回の研究会を

開催した。会場には、参加者の利便性を考慮し、関西学院大学大阪梅田キャンパ

スを主に使用した。輪読本としては、新たに Henshaw, G. F. & Hawkins, D. M. 

(2022) Common Ground: Second Language Acquisition Theory Goes to the 

Classroom（Routledge）および Fernández, E. M. & Cairns, H. S. (Eds.) (2018) The 

Handbook of Psycholinguistics（Wiley-Blackwell）を採用し、理論と教育実践を架橋

する視点から継続的な学びを進めた。 

輪読に続いて行われる研究発表では、研究会メンバーおよびゲスト・スピーカーに

よる多様な話題提供がなされ、活発な議論を通して参加者に新たな研究視点や教

育実践への示唆がもたらされた。特に本年度は、本研究会が第 300 回例会を迎

え、長年にわたる研究会活動の歴史と蓄積を振り返る重要な節目となった。これを

記念して特別講演を開催し、1 月には大石晴美先生（岐阜聖徳学園大学）、3 月に

は卯城祐司先生（日本国際学園大学）をお迎えした。いずれの講演も JACET 会員

に向けて公開され、研究会の活動と成果を広く共有する機会となった。 

さらに、第 64 回 JACET 国際大会（早稲田大学）において研究会としてポスター発表

を行い、また JACET 関西支部大会ではコロキウムを開催し、日頃の研究活動の成

果を広く発信した。 

 


